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第一次世界大戦前 ドイツの
技術中等教育をめぐる諸問題
秋 山 千 恵
は じめに
ドイツの職業教育制度の原型は第二帝政期に形作 られた。世紀転換期,㌧
高度工業化の進展に伴い,鉱 業,機 械工学 ・電気工学,化 学,建 築な ど
様々な実業に従事する老が急激に増大する。伝統的人文主義教育を中心 と
する体制では,こ れ らの新 しい職業に要求される一定程度科学化された技
術教育を満たす ことはできず,実 学を中心 とした教育制度の再編が急務 と
なっていた。本稿は,世 紀転換期 ドイツの企業技術職員を供給 した技術中
等教育に注 目する。
技術職の形成とその教育制度は,国 家 と教育制度との関係に主眼をおい
た近代専門職の研究1)が 取 り扱ってきた問題である。医師 ・弁護士 ・教師
などの専門職は,高 等教育と国家試験との結合にζる職業資格を獲得する ・
ことで,そ の社会的ステータスを確立 してきた。同 じように,ド イツの代
表的な技術者の団体である ドイ ツ技師協会VereinDeutscherIngenieure
(1856年 設立,以 下VDI)2)も,技 術教育問題をその主要政策のひとつ と
し,人 文主義的教養が 「知的エ リー ト」の条件である世界にあって,技 術
教育の高等教育化とその社会的評価の向上をめざした。1899年 に工科大学
は学位付与権を獲得するに至 った。しかし,技 術者にとって,大 学で学位
を得るということは,工 業界において特別な保護や配慮を受けるというこ
とを意味するものではなかった。大卒技術者がその労働や専門技術を取引
(1)
する自由な専門職であるという考えは,企 業が大規模化 し,中 等教育機関
の卒業生たちが市場に進出しつつある時代では,非 現実的なもの となって
いた。 さらに技術職そのものも専門分化 し,ま た技術者の団体自体が分裂
・競合を重ねて,凝 集力 ・指導力をもたなかったことも加わって,社 会的
に認知 され る専門職 としての技術職の確立には至らなかった といわれてい
る。
他方,技 術中等教育の必要性は,高 等教育を受けていない技術者の需要
の増大に伴い,1890年 前後から発生した。技術教育は,急 激な高度工業化
・特殊専門化の洗礼を直接的に受ける分野であるだけに,整 備過程におい
てはその教育の 「学術的」あるいは 「実務的」方向性が常に議論の的 とな
る。中等教育が整備 されてい くにつれ,そ の教育制度によって生み出され
る技術者の供給 と需要 との関係が変化 ・逆転 して,ひ ずみ ともいうべ き新
たな状況を生み出すが,こ の状況は再び教育制度の見直 しへ と反作用す
る。そして中等教育への作用が教育制度全体へ と波及 してい くので,技 術
職の専門職化について語るときのみならず,教 育と社会 との関係あるいは
「知」 と 「技術」の問題に踏み込 もうとするとき,技 術中等学校は,き わ
めて重要な問題を提示 していると思われる3)。 またこの問題は,「 資格社
会」論4)に おける 「サブエ リー ト=準 専門職」化の問題 とも符合するもの
であろ う。
そこで,本 稿は,1890年 からの技術中等教育制度の進展過程でなされた
議論に注目しつつ,技 術教育をめぐっていかなる問題が生 じ,い かに解決
が試みられようとしたのかを概観する。この作業は,資 格制度整備の過程
における選抜と排除の操作が新たに生み出す葛藤を指摘す るもの となろ
う。
1.20世 紀初頭の各邦の学校管轄権,学 校の種類
教育制度は一般教育と実業教育に,実 業教育はさらに技術系学校 と商業
(2)
系学校とに分かれる。本稿で扱 う学校はこの技術系学校である。教育制度
は各邦によって著しく異な り,ま た状況に応 じて変化 していて,定 まった
プランに従って発展してきたわけではない。
学校の管轄権もまた各邦で異なっていた1)。 プRイ センでは,1878年 来
文部省の管轄であった技術系学校は,1885年 に,工 科大学(文 部省管轄),
農業補習学校(農業省)は別にして,す べて商工省に委ねられた。管轄省に
ついては,バ イエルンは文部省,バ ーゲンは教育省,商 工省のないザクセ
ンは鉱山学校と船員学校が大蔵省でそれ以外は内務省,同 じく商工省のな
いヘ ヅセンは内務省,ヴ ュルテンベルクの場合は,建 設業専門学校 ・工芸
学校は教会 ・学校省で繊維 ・精密機械専門学校は内務省であった2)。
教育制度はプロイセンシステムとバイエルンシステムの二つに区分でき
る。プロイセンでは,技 術系学校が含まれる専門学校 と一般教育学校 とは
独立 していた。専門学校はそれ自体完結した専門教育を提供するもので,
同じ専門の下級学校から上級学校への移行はない。ザクセンも基本的にこ
のシステムをとっている。ただし,後 述するプロイセンの場合とは異なっ
て,ケ ムニッツ実業アカデ ミーを卒業すると工科大学への入学資格が得 ら
れた。ヴュルテンベルク,ブ レーメン,ハ ンブルク,エ ルザスーロートリ
ンゲンでは中下級の専門学校がひとつの学校に統合されてい る場合があ
り,こ れらの統合された学校は通常工業専門学校Technikumと い う名称
である。一方バイエルンでは,複 数専攻をひとつにした中下級の専門学校
が一般教育の実科系学校に併設されている。たとえば機械工学 ・建築工学
・化学専攻をもつ工業学校は,6学 年の実科学校に接続 し,二 つの目的を
もつ。ひとつは,工 科大学のための2年 間 コースの一般予備学校と,も う
一つは直接実務活動に入ってい くための3年 間の完結した専門教育学校で
ある。工科大学への入学資格を得られるバイエルンの工業学校は,バ イエ
ルンにはない上級実科学校の代替でもある。
専門の技術中等学校には,公 立と私立とがある。公立にはさらに邦,地
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方自治体,諸 団体の学校があった。バイエル ンの工業学校は邦立学校であ
る。邦立学校は,国 庫の資金のみの学校 と他の団体からの助成金がある学
校からなる。プロイセンの邦立の建設業専門学校は多 く他団体からの助成
金を受けている。地方 自治体の学校は,地 方 自治体の資金だけの学校 と,
邦あるいは諸利益団体からの助成を受けている学校がある。さらに,都 市
や邦が助成金調達に関与 している諸団体 ・諸協会な どが経営する学校があ
る。私立学校は個人企業家経営の学校であるが,都 市が地域への利益を考
慮して助成しているものが多い。助成方法は校舎の設置や資金 ・設備など
の低金利貸与の形をとる。 これ らの間には過渡的な:ものもい くつかあ っ
た。
以上のように,20世 紀初頭の技術系学校の管轄権 ・形態は邦 ごとに多様
であった。
2.プ ロイセ ンの技術 中等学校発展の概観
2-1189G年 までのプロイセンの技術教育の状況
プロイセンの1890年 以前の技術教育問題の焦点は,中 級 レベルの技術学
校が必要かどうかという問題であった。
1799年 プロイセンに設立 された実業 アカデ ミーをはじめとする,19世 紀
前半の実業インスティトゥート,鉱 山学校などの実業系の学校は,す べて
中等の専門学校であった。実業インスティトゥー トの前段階でもある州実
業学校は,一 般教育を施すのではな く,建 築その他の手工業職人や工場の
職長のための,下 級 レベルの専門学校であった。19世 紀半ばに,実 業学校
に一般教育が導入されると,公 務につ く技術者の教育機関である建築アカ
デ ミーと,民 間の工業実務につ く技術者のための学校であるベル リンの実
業インスティトゥートは上級の専門学校の性格を強 く持つ ようになった。
この両者は1879年 に統合されて,ア ビトゥアを入学条件 とするベル リン工
科大学となった。1890年 まで他の諸都市にもあった実業インステイトゥー
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トは,漸 次専門学校か ら工科大学 になる。工科大学 は,そ の社会的地位 を
上昇 させ,総 合大学 との同権 を獲得す るために,総 合大学 と同 じ一般教育
(新人文主義的教育)の 水準 を採用 した。そ して1899年 には,学 位授与権
(デ ィプ ロムDipL-lng。,博 士Dr.一lng.)を 獲得 して 「大学」へ と昇格 した。
州実業学校 は,1870年 の改革に よ り専門学校の枠を越え て しまい,1878年
に州実業学校の19校 が ラテ ン語のない9年 制の上級実科学校に,8校 が6
年制の実科学校へ と再編 されたD。 この結果,プ ロイセ ンの技術教育制度
におけ る中等 レベルの教育機関の多 くが消滅 した2)。1890年 には,上 級実
科学校が6校,実 科学校が8校 の計14校 へ とさらに減少 してい るが,こ の
うち技術 専門 クラスが併設 されていた の は,グ ライ ヴ ィ ヅツ,ブ レス ラ
ウ,バ ル メン,ア ーヘ ン,バ ーゲ ンの5校 だけ とな ってい る(そ れぞれ4
学期で,生 徒数198人)。 この他ボ ーフ ム,ケ ル ンの市 立の職長 学校 な ど5
校 が存在 した3)。
1880年 代か ら1890年 代 は じめまで非大卒 の技術職 の雇用 が増 大 し1880-
1914年 の間,非 大卒 の職 は大卒 の3倍 となった4)。1890年 には,7,200人 に
技術教育 をする機 関が必要 になったが,プ ロイセンでは邦立 の技術学校 は
不足 していた。 その不足 を補 ったのが私立学校(他 邦 の私立学校 も含 む)
であった。私立学校 は財政的理 由で邦立 の技術学校を もてない中小 の邦 に
おいて多 く設立 された。 プ ロイセ ンか ら多 くの若者が私立学校 に集 ま り,
プ ロイセ ンの工業へ と帰 っていった5)。1898年 には全 国で19の 私立学校が
存在 し,全 生徒数 は約4,000人 であ った6)。
1880年 前後か ら,消 滅 した実業学校に代わ る技術学校の必要性が感 じら
れ るよ うにな り,そ の議論は,建 築 と機械 工学 ρ分野 で それ ぞれ な され
た。
建 築業 の場合,建 築官吏 として公共の建造物の建 築資格を有す る大学教
育を受けた建築士 と,公 共事業の 請負や民間住宅建設 を行 う小企業 家で,
建築 家であ り企 業家であ り手工業 者 で もあ る建 築手工 業 マ イス タ ー(左
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官,大 工)と の間 で意見が分かれた。 これ よ り先1869年 の営業 条 令 に よ
り,伝 統的 な手工業 の後継者養成 システムが崩壊す ると,国 家試験 義務 の
ある建築手工業 マイスターは,必 要 な資格を,一 部は手工業教育 と実務 に
よって,一 部 は国家試験 で問われ る統計や構造 の知識 を授け る学校教育 に
よって取得す るこ ととなった。 この種の公立 ・私立の学校 は,こ の営業条
令を受 け る形 で設立 されたが,プ ロイセ ンでは1870年 まで州実業学校が こ
の機能 を担 っていた7)。 ドイ ツ建築 業マイス 歩一連盟VerbandDeutscher
Baugewerkmeister(1872年 設立,以 下VDB)は,1879年 に,邦 立学校 お
よび規範 化 され た建築 学校 を要 求す るカ ッセ ルテ ーゼ を提 起 した。 そ れ
は,手 工業者 のための建築構造 の教育,建 築企業家のたあ の建築教 育,建
築士のための農村 や都市 の建築 に関す る建築物 の設計教育 とい う3つ の機
能をめざす もので,建 築学校 の広 い教育 目標 を宣伝 した8)。 これは また,
イ ヌング団体 に組 織化 された建 築手工業 マイスターが,マ イスター称号 の
法的資格を獲得 して手 工業 者養成 システ ムを確立 しようとい う運動 の一環
をな していた9)。 これ に対 して,大 学教育 を受 けた建築技術者か らなる ド
イ ツ建 築 士 ・技 師 協 会 連 盟VerbandDeutscherArchitekten-und
Ingenieurvereine(1871年 設立,以 下VDAI)は,建 築手工業者 と大卒老 の
間にたつ中間の建 築技 術者を身分政策的 な らびに労働市場政策的理 由か ら
拒否 し,2分 割モデル を主張 した。VDBは,そ の学校政策 に商工省 とい う
決定的な同盟者を得 た。1887年 以降,商 工省 は,公 共土木工事や鉄道建設
に従 事す る中級技術官 吏の採用資格 や経歴 を明確 に してきたか らである。
1890年 代 にそれまで存 在 していた建 設業 専 門学校 が邦 立化 され る とと も
に,新 しい邦立学校 が設立 された。 この建設 業専 門学校 は高層建築 科 と土
木工学科を併置 し,2つ の下 級 クラス(第4,3ク ラス)は 共通 で,高 層
建 築科の下級 クラスでの授業 は,イ ヌソグに加入す る前の マイスター試験
の準備をする ものであ った。 この建設業専門 学校卒業生 には,技 術 行政 部
門の中級官吏にな る可能性 が示 され,他 方,建 築業 マイスターの概念 は,
(6)
この学校の修了者に限られるようになり,手 工業的な親方から区別されて
い く10)。
機械工学分野では,州 実業学校の消滅による間隙をいかに埋めるか,実
科学校に併設された技術専門クラスは有効か,と い う2点 が焦点 となっ
た。 まず1883年 にボーフムの職長学校長のシュルツSchulzは,技 術教育
は手工業者に競争力を身につけさせて,大 経営の出現による没落と社会民
主党に取 り込 まれることの危険から彼らを守 ることができる,と い う社会
的理由から,他 方,商 工省工業教育局長の リューダースK.LUdersは,ド
イツの世界での成功は継続的で急速な技術革新にかかっている,そ して技
術中等学校がそれほど費用をかけずに一定の豊富な高い技術を有する技術
者を供給 して,こ の技術の進展を支えるという経済的理由から,そ れぞれ
プロイセンの教育政策を批判 した11)。両者は従来の教育政策批判では一致
していたが,シ ュルツは実科学校の技術専門クラスを,真 の技術者でも真
の職長でもない第2級 の技術者をもたらしていると批判 し,必 要なのは入
学条件を民衆学校終了 と実務経験 とする職長学校であると主張 した。他方
リs一 ダースは,技 術専門クラスを擁護 し,技 術教育の3層 システムを主
張 した。 ドイツ工業家中央連盟CentralverbanddeutscherIndustrieller
(1876年 創設,Cdl)は1882年 に技術専門クラスを批判し,技 術は大学で理
論を学んだ後に実務に応用するか,直 接実務を学ぶかの2つ であるとして
中等の技術学校は経済的に必要ではないとみな していた。 しか し,ひ とた
び中級の機械工学技術者が出現すると,当 然の ように労働市場に受け入
れ,2層 システムの主張を覆す ようになった12)。VDIは1889年 に,熟 練労
働者や職長の上に位置する大多数の技術者には工科大学は時間と費用がか
か りすぎてお り,工 業側が工科大学卒業生をその教育にはみあわない報酬
の位置に雇用してお り,こ れは国際競争力に害を及ぼしていると指摘し,
技術中等教育の必要性を述べたi<)。これ らの批判にもかかわらず,プ ロイ
セン政府は,1890年 まで技術中等教育問題 とは取 り組 まなかった14)。
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2-21890年 以降の技術中等教育の学校形態をめぐる問題
1890年 以降は,技 術中等教育の争点は,い かなる学校形態を とるべ き
か,す なわち職長学校か技術中等学校か,と い うことであった。 しか し,
その問題の中心は,プ ロイセン商工省工業教育局とVDIと の,学 校形態議
論に名を借 りた,技 術中等学校の管轄権をめぐる闘争であった。
1890年 に,プ ロイセン政府の技術教育政策は変化 し始める。政府は,工
業発展を基盤 として国内消費や対外輸出を拡大する政策を基軸 として,近
代技術の要請を満たすために,ま た大学 ・ギムナジウムへの若者の殺到を
実業学校を増設することでせきとめるために,技 術学校問題 に着手 し,
1890年 代後半以降,予算を連続 して増大させていく。1885年の全専門学校の
予算は37万 マルクであったが,1909年 には770万 マルクと約20倍 となる15)。
.政府は,下 級の技術職員の重工業への供給 と,小 企業や伝統的な経済分
野の需要を兼ねることを考えて,両 方の必要を満たす多 目的学校(低 い入
学基準と比較的進んだカリキュラム)の 設立をめざした。すなわち入学条
件を初等教育と4年 間の実務経験 とし,教 育期間を2年 とする職長学校を
優先した。 これはまた,階 級問の緊張の増大を緩和 し,下 層階級の問に社
会的安定を促進することを期待 したものでもあった16)。1890年 以降,ボ ー
フムやケルンと同 じタイプの職長学校が設立 され始め,1901年 には職長学
校は計10校 となった17)。
これに対 して,VDIは1889年 に,1880年 代の実科学校の専門クラスのレ
ベルに準 じる学校を要求する。入学条件を9年 制ギムナジウム第6学 年終
了を意味す る一年志願兵資格 と2年 間の実務経験 とし,教 育期間を2年 間
とするカールスルーエ基準を提起 した。 これによると,一 年志願兵資格取
得年齢は16-17歳 であるので,2年 間の実務を終えてか らの入学 と1年 間
の兵役を考慮すると,卒 業年齢はおよそ21歳 となる18)。この提言は,一 年
志願兵資格を掲げた ことで,中 間階級を,下 に対しては労働者階級,上 に
対 しては上層市民から区分する一線を画す基準を設定 した ことになる。
(8)
VDIの 政策は,工 業における職業の成層化と軍隊的なヒエラルキーを重ね
るものであったといえる19)。
この政策への反対は他ならぬVDI内 部から起 こった。地方支部の3分1
、 の1に よって,一 年志願兵資格基準は,中 等の技術者の新規補充を困難に
し,ま た工業における職業の見通しを決定するものとはならない,と 反対
された。協会内の実業学校教師たち,ケ ルン市立実業学校長の ロンベルグ
F.Rombergや ブ レスラウ上級実科学校長 フィー ドラーFiedlerは,何 らか
の理由でこの資格を取得できなかった者や,4年 以上の実務生活でその有
能さを示してきた者とから職業機会を奪 うことになる,と この基準に反対
した。中級 レベルの技術者にとって,問 題は専門化された職業上の技術の
獲得であ り,当 該職業にとっての機能性を鑑みた上で必要な予備知識が決
定 されねばならない,と いう機能論が前面に押 し出された20)。
VDIケ ルン支部はケルン市 と協力して,1890年 に財政援助 して上述のケ
ルン市立実業学校を職長学校 と技術中等学校 との2校 に再編 した。技術中
等学校は民衆学校 と2年 の実務経験を入学条件 とする4学 期の学校で,職
長学校は職長 と作業現場の技術者を養成す るための3学 期の学校 であ っ
た。この中等学校はVDIの 多数派の原則にはそ ぐわなかったが,VDIは,
事務総長ペータースTh.Petersの 要請により,少 数派の立場を認めて入学
条件に対する立場を変え,一 年志願兵資格を入学条件 にしないことを認
め,そ の教育の不足を2学 期の予備 コースを設置することで埋め合わせる
ことに した21)。その背景には,国 際的競争に勝利するために有用な人員を
養成するというナショナ リズムと工業利益とへの配慮があった22)。
政府は技術中等学校の設立にも着手し,1892年 に ドル トムン トに技術中
等学校を設立した。これは邦立の建設業専門学校と同様に中級の技術官吏
の調達をめざしたものであった。それゆえ一般行政や技術行政部門の中級
官吏の経歴 と同 じ一般教育を有しなければならず,入 学条件は一年志願兵
資格であったz)。 これはVDIの カールスルーエ基準と同じものであった。
(9)
1902年には一年志願兵資格を入学条件 とす る技術中等学校 は9校 となっ
た24)。
1897年 になるとVDIは,上 記のケルンでの実験に基づいて政府 に請願
書を提出した。その主張に よると,現 在の4学 期の職長学校は職長を養成
するには長すぎ,カ リキュラムもきつ く,職 長が必要とする範囲を越えて
いる一方で,製 図工や作業現場の技術者の専門教育には十分でないので,
卒業生はいわば 「技術者のプロレタリアー ト」 とい う不安定な地位にあ
る,職 長養成には2学 期で十分,と いうものであった。そ して,職 長学校
以外に1889年 の技術中等学校設立要求を繰 り返すが,国 際的競争力を配慮
して,技 術中等学校入学のための一年志願兵資格の絶対的要求は放棄 され
た。 ドイツ職長連盟DeutscherWerkmeister-Verband(1884年創設,
DWV)も 同時期,職 長学校の同窓生は,大 企業の職長になるよりも,小 工
場主,手 工業者,機 械工,船 舶 ・機関車の機関士になっていると邦の職長
学校を批判 した25)。
若者か らみると,都 立の学校は人気がな く,1902年 で邦立は18校 生徒数
2,800人,卒 業生は約1,000人,こ れは非大卒技術者の需要の4分 の1弱 で
あった。邦立 よりも費用はかかるが,入 学条件とカ リキュラムがゆるやか
な他邦の私立へ若者は流入した。また,工 科大学が中等学校中途退学者や
不正規のものを聴講生やゲス トとして認めていたことも,邦 立学校には不
利に働いた。不正規の学生は,技 術中等学校 よりも工科大学に通 ったとい
う方が職業生活においてよりよい機会があるとみなしたからである26)。
以上の経過をたどる中で,VDIが 引き下げた入学資格をもつケルン型の
技術中等学校 と,邦 立の職長学校 とは,と もに4学 期で職長 レベルの上に
ある技術職を育成するとい う点で,実 際的な差はなくなった。1898年5月
に工業教育局は,商 工省 ・技術学校 ・VDIか らな る会議を開催 した。
VDIは,2学 期の職長学校と入学条件を緩和 した技術中等学校を主張す
る。政府は職長学校 とい う名前 自体が誤解を招きやすいことを認めるが,
(10)
技術者にな りたいが一年志願兵資格を有していないゆえに技術中等学校に
入学することのできない人々に教育を与えることができるという社会的理
由からその存在の正当性を繰 り返す。技術中等学校の入学条件については
伝統的なステータ.スの考えに重 きをおいて,一 年志願兵資格を擁護 した。
工業教育局は政府の見解を押し通した。 さらにこの会議で,技 術中等学校
は上級機械工学学校h6hereMaschinenbauschule,職 長学校は下級機械工
学学校niedereMaschinenbauschu且eと 改称されることが決まった。 この
会議の後VDIは ケルン市立学校を守るため,4学 期の下級機械工学学校
はVDIが 主張する2学 期制の職長学校より費用がかかるとい う内容の手
紙を,1897年 のVDIの 請願書 とともに大蔵省に送った。大蔵省は商工大臣
にこの手紙を送 り,1899年 予算における新 しい下級機械工学学校の資金要
求について弁明を求めたので,商 工大臣はVDIと の妥協を図った27)。
1899年 に,工 業教育局は上級機械工学学校への 「第二の入学方法」を認
めた。民衆学校卒業後,実 務につきながら補習学校に通い,入 学試験に合
格 した者(場 合によっては設置 された予備 クラスに通 った者)に 入学が認
められた。ただし,中 級官吏には一年志願兵資格を持ったものしかなれな
いとされた。'1899年を通 して下級機械工学学校のカリキュラムについての
問題(2学 期か4学 期か)は 未解決のままで,1900年 には工業教育局長
は,下 級機械工学学校推進者の リューダースからハ ッチインゲンの郡長で
学校教育 とはかかわ りのないノイハ ウスJ,Neuhausに 交替した。メンバー
が入れ替わった新 しい工業教育局は,VDIの 上級機械工学学校入学資格に
ついての主張の一部を認め,1901年11月19日 統一的な諸規定を公布 した。
これによると,上 級機械工学学校に入学するには,一 年志願兵資格(9年
制ギムナジウムの第6学 年終了あるいは一般教育行政機関が認める中等学
校の第7学 年に相当する能力証明)と 基本的な製図の十分な能力証明およ
び現場実務最低2年 の証明というケース以外に,商 工省が規定 した試験の
合格証明と最低3年 間の実務(そ の うち最:低2年 間は工場実務)証 明とい
(11)
うケースも設定 された。特別規定 として,ケ ル ンだけには,一 年 志願 兵資
格に代わ る予備 コースの設置を認め,こ れには民衆学校終 了 と最 低2年 の
工場実務で入学で きると した%)。 上級機械工学学校 の教 育 目標 は,設 計事
務所員や作業現場技術者 の養成で あった。一方で,下 級機械 工学 学校 の増
設を ス トップ した。VDIの2学 期 の職長学校設立(フ ランクフル ト・アム
・マイ ン,ビ ー レフ ェル ト,エ ッセン,ハ レの4校)が 試験 的に認め られ
た29)。 これ らの政策はVDIに 対す る大儲な譲歩を意 味 した30)。この諸規定
公布を もってプ ロイセ ンの技術 中等教育 の発展 の第一段 階が終わ った とみ
なされ る。
3.1907年 改革 の失敗 と混 乱
1901年 の改革によって,下 級機械工学学校はもはや増設されず,上 級機
械工学学校への入学条件は実際には緩和されなかったので,プ ロイセンの
技術中等学校の生徒数は期待ほど増えず,私 立学校の生徒数が増大 した。
VDIの 計算によると,1910年 の邦立学校は23校 生徒数約4,000人,私 立学
校は38校約6,000人 である1)。私立で最大の ミットヴァイダの工業専門学
校の生徒数はこの年1,212人(1901年1,435人)で あった。
VDIが 推進 した2学 期の職長学校は,完 全 に失敗であることが判明 し
た。この職長学校の生徒が,獲 得 される知識量が少ないたや不満を持ち,
大部分卒業後 も私立学校で補習を継続す るようになったからである2)。
1904年 にこめ失敗を自覚した工業教育局は,上 記4校 の職長学校の実験を
中止した。
1905年 に技術教育の管轄が新 しい官庁の邦産業局Landesgewerbeamt
(以下産業局)に 移行した。しかしその内実は工業教育局であった。産業
局は,学 識者,他 の省庁,邦 議会,企 業,教 師団体,地 方 自治体からなる
審議会を結成した。その 目的はVDIの 影響力を弱めつつ,諸 関係者らとと
もに政府の政策の正当性を確立することであった。また産業局はVDIの
(12')
メンバーが個人的に参加 している地方学校委員会からも意見を聴取 した。
VDIの メンバーである工業家に教育問題について意見表 明のチャンスを
与え,地 方 レベルで技術者で雇用主でもある人々の支援を受けることによ
ってVDI指 導部の政府への反対を中立化しようとしだからである3)。
1907年7月1日 に商工省実業学校担当枢密参事官のゲッテA.G6tteは,
上級 ・下級機械工学学校の入学条件の引き下げと教育目標を高めることを
産業局主催の会議で諮った。つま り設計事務所員や作業現場技術者の育成
をめざしていた上級機械工学学校の目標を大規模作業現場の指導者や自立
した設計士に改め,下 級機械工学学校の目標を製図員や設計員のような作
業現場技術者の養成 とすることであった。入学基準を低 くし,教 育目標を
高くして職業上の見通しを広げることは,教 育を受け将来技術者 として雇
用される者の利益になると考えられた4)。産業局は,入 学基準の緩和 ・教
育目標の上昇をめざして,上 級機械工学学校カ リキュラムの4学 期から5
学期への増加を図った。 これは現在の技術進歩に適合 した電気機械や内燃
機関構造など専門知識拡充とい う教育 目標 と,教 育期間の延長によって7
学期のケーテン市立工業専門学校や5か ら6学 期の私立学校に対する競争
力を高めるという目的からであった。VDI代 表のペータースとVDIベ ル
リン支部長でボルジヒ支配人 クラウゼM.Krauseが この専門授業拡充の学
期追加に反対 した。 これは以前の実業インスティトゥー トが徐々に教育期
間を延長させながら高等教育化 していったことに鑑み,工 科大学 との差が
縮小することを恐れたか らでもあった5)。1907年11月5日 に産業局は,「機
械工業および関連業の上級および下級機械工学学校の目的と入学基準に関
する規定」を布告,これは1908年4月1日 に発効 した6)。
この規定で,上 級機械工学学校は,一 年志願兵資格(ギ ムナジウム,実
科ギムナジウム,上 級実科学校の第7学 年進学資格)と 実務2年 を入学資
格とした。一年志願兵資格を有 しない老でも,下 級の機械工学学校を卒業
し,数 学 ・計算 ・ドイツ語 ・自然科学の入試に合格 したものは入学でき,
(13)
また下級の機械工学学校に行っていない者は,上 記の試験の他に製図の試
験が追加される。政府の試験委員会によって一年志願兵資格を得た者は,
製図 ・数学 ・自然科学の特殊な 「能力試験」を受けねばならない。またこ
の学校を卒業すると,国 鉄行政ならびに帝国海軍で職につ くために規定さ
れた学力証明を獲得できることになった。さらに予備 クラスが設けられ,
このクラスを終了すると上級機械工学学校に入学できた。この予備クラス
への入学は民衆学校での良好な成績 と3年 間の作業場実務の証 明であっ
た7)。
建設業専門学校に関 しても,1908年6月1日 に 「プロイセン建設業専門
学校の設立と運営のための規定」が公布された。これまでの4学 期を5学
期 とし,増 設された学期は,建 築構造 ・土木監督局の諸規定など実務で重
要な専門知識の伝達に用いられた。法律 ・取引の科 目はそれまでは最終学
年週2時 間であったが,低 学年から郵便 ・鉄道 ・電信についての諸規定を
追加 して教えられることになった。1909年3A15日 の公共事業大臣命令
で,1911年 秋以降,承 認された建設業専門学校の終了証明は,自 立した建
築業マイスター ・左官マイスター ・建築業者として,あ るいは中級技術官
吏や民間業務の技術者としての知識 ・技能 を証 明す ると規定された。 ま
た,公 務につ くための特別な試験体制が確定された8)。
産業局は,こ れらの規定によって邦立学校の生徒数が増大することを望
んだ。しかし,上 級機械工学学校への入学試験が認められたとはいえ試験
に合格する者は50%に 満たず,生 徒数は増大せず,依 然 として私立学校に
人気があった9)。 皮肉にもこのころから技術者の労働市場では需要を供給
が上回るようにな:っていた。工業全体の増大に比して需要 ・供給のアンバ
ランスは第一次世界大戦勃発まで続き,1914年 までにはおよそ25万 人が職
長より上の レベルの何らかの教育を受けたが,こ れらのうち25%弱 が本来
的な技術職についているにすぎなかったlo)。
政府の政策に対する批判は,工 科大学および技術中等学校を卒業 して職
(14)
業生活に入った後に,学 校で高められた将来への期待と現実 とのギャップ
に直面 した技術者の間から起こった。電気 ・機械工学企業の大卒をも含め
た中下級の技術職員たちが,1904年 に,低 い給与と現実の厳 しい労働状況
に対する不満から,企 業技術職員の経済状況を改善すべ く,技 術工業職員
同盟Bunddertechnisch-industriellenBeamten(以 下ButiB)を 設立 した。
この団体は ドイツ最初の技術職員の労働組合であり,雇 用主に対する被傭
者としての自己認識から対決的姿勢をとった11)。1907年 の電気工学 ・機械
工学の会社の技術職員2,990人 の初任給をみると,年 収1,500マ ル ク以下が
約4分 の3を 占めていた。熟練労働者の賃金の方が高い場合がしばしばあ
る12)。ButiBは 技術職の労働市場における供給過剰を防 ぐために,邦 立,
私立を問わず技術中等学校の増設に反対 した13)。ButiBの 技術中等学校生
向けの月刊新聞の1909年1月 から1910年6月 までの求人広告欄求人数437
件のうち,採 用条件として明記されている学校教育は,技 術中等学校が157
件で,全 求人数の34.3%で あり,262件(61.1%)は 学校教育を指定 してお
らず,条 件 として製図能力を挙げているものが多 く,王 立上級機械工学学
校 と明記 しているものは,2件 にすぎな:い14)。雇用側は中等学校を上級 ・
下級に区別 して公募 していない。ButiBは,入 学条件が低い下級機械工学
学校に機械仕上工や機械工などが集まっているが,彼 らはこの学校を卒業
すると工場へもどらず,職 員 として事務所で働 きたがっている,評 判の悪
い私立学校出身の者たちと同じように,一 般教育が不足 している彼 らは賃
金抑圧者 となって,技 術職員全体の給与を押 し下げている,と 分析するよ
うになった15)。産業局は,わ ずかな予備知識 しかない者が,技 術中等学校
で技術的知識 と能力を身につけ,生 き甲斐のある生業を営む可能性を広げ
てよりよい生活状況へと上昇 している,と の認識にたっていた16)。これに
対 して,ButiBは,私 立学校 も含めて機械工学学校を始めとした技術専門
学校が職業の見通 しとしている教育目標 どお りの地位を現実では得難いこ
と,法 的状況も含めて労働環境は非常に厳 しいことを説いて,安 易な技術
(15)
職選択に対 して忠告 し続けた17)。事態改善のために,技 術学校のカリキュ
ラムや試験規定を設定するときには技術職員が一定の体制の下で参加する
こと,邦 立や市立の学校を設立もしくは拡大するとき,あ るいは私立技術
学校の新設を認可する前に,技 術職員の意見を聴 くこと,私 立学校は邦の
監督の下に置かれることを要求 した。さらに,学 校新設が認可 され るの
は,そ の必要性があると認め られ,設 立者に秩序正 しい学校運営のための
財政能力があると認められる場合だけであること,そ して創設者には,そ
の教育の質において邦立 ・市立の学校に劣ってはならず,同 等の邦立学校
の施設 と同じレベルの設備を備え,邦 立学校の基準 と同 じ待遇で教師陣を
そろえる,と いう義務を課すべきであるとしたis)。ButiBは 技術中等学校
の実態把握のために独 自にアンケー ト調査を行ったが,そ の結果をまとめ
た ものが,表1で ある。
政府およびVDIに 衝撃を与xた のは,VDIの メンバーで工科大学 と総
合大学 との同権化に尽力 して きたベル リン工科大学教授 リー ドラー
A.Riedlerで あった。彼は1907年11月6日,最 低の労働コス トですむ安 い
補助力を生産するにすぎないと技術中等学校を批判 した。彼によれば,工
業家は,工 科大学出身者が知識にみあった高い給与を期待 し将来への野心
を秘めていると疑 う一方で,中 等出の技術者を従順でコス トが安 くすむ と
誤解 して採用 してお り,わ ずかな工科大学卒業者と多 くの中等出の技術者
からなる体制がよい,と 思っている。 しか し,こ の考えはテクノロジーの
進歩を阻害 し,ド イツ工業を危険にさらすことになる。安い補助技術者は
組合化されやす く,技 術者全体のプロレタリア化をもたらし,技 術専門職
全体の職業的威信を損な う。 したがって,現 場の労働者 とそれを指導する
エ リートがいればよく,技 術中等学校は木必要とい うものであった19)。リ
ー ドラーと一部の工科大学卒のDipL-Ing.の 称号を持つ技術者たちは,あ
らゆる技術中等学校は閉鎖されるべきこと,非 大卒技術者はVDIか ら排
除されるべきことを要求 した。彼らは実業家が優勢なVDI指 導部には受
(16)
け入れ られず,こ の運動の失敗が明 らか とな った1909年 にVDIか ら脱退
して,6月28日 デ ィプ ロムと博士 の称 号を持 つ者だけの ドイ ツ学 士技 師連
盟VerbandDeutscherDiplom-lngenieure(以下VDDI)を 創 設 した20)。
VDDIは 工科大学卒の称 号の権威 を守 るために,ヴ ィンター トゥアと ミッ
トヴ デイ ダの工業 専 門学校 が卒 業証 明書 に 付 して い る,rdiplomierter
Ingenieur」 の称 号 の廃 止 を主 張す る21)。 また,こ の頃 か らエ ン ジ ニ ア
Ingenieurを 中等学校 出身者が名乗 ることへの批 判がでて きた 。私 立学 校
は 「エンジニアの養成」を教育 目標 としてい るところが多か った。エ ンジ
ニアIngenieurと 技術者Technikerと は厳密な定義がな されてお らず,先
のButiBの 求人欄 で も両者 の区別 は明確 ではなか ったが,社 会的な意味あ
いにおいて エンジニアIngenieurは 技術者Technikerよ りは評価 されてい
た と思われ る22)。
産業 用 とVDIは,こ の リー ドラーらの攻 撃か ら邦立学校 の既得 権 益 を
守 るために,ま ず私立学校 の規制 に 目を向けた。1908年2月15日 に私立技
術学校 に関 するプ ロセイ ン商工大臣命令が 出された。私立学校設立に は認
可 が必要(ベ ル リンの場合は警視総監)で あ る こと と,認 可 に伴 う経 済
的,人 材的条件 な どを規定 したものであるが,こ れ はButiBが 前年に技術
学校制度につい ての指針 として述 べた こととほぼ重な るものであ った23)。
プ ロイ セン上級機械工学学校 の教 師か らも,私 立学 校の生徒 を呼び寄 せ る
ための過大な広 告内容,デ ィプロムに似 た称 号,公 の機 関 との結 びつ きを
強 調す る宣伝,不 定期 な教育期 間,レ ベルの低 いカ リキ ュラム,私 立学校
間の不 当競 争な どを指摘 して,私 立学校 に対す る厳密 な邦 の監督 が要 求さ
れ た。 また,下 級機械工学学校や私立学校 の出身者 よりも上級機械工学学
校 の卒業隼 を社会的地位や求人の際に優遇す ることを望 んだ24)。
これ らの批判 に 対 して,ベ ル リ ン実 業 ア カデ ミー学 校 長 マ ッテス
G.Matthesは,私 立 学校 は,営 利だけを 目的 と して いな いこと,現 在の技
術 の成果を 明確にわか りやすい形で教えてい ること,私 立学校 の大半は過
(17)
表1-1機 械工学 ・電気工学学校(公 立)
Nr. 所 在 地 邦 学 校 名 設立年
1 ア ーヘ ン Preuβen 王立上級機械工学学校 1902
2 アル トナ PreuBen 王立上級機械工学学校 1898
3 ア ン ス バ ハ Bayern 機械工学専門学校 1899
4
、
ヴ ュル ツ ブル ク Bayem 王立上級機械学校電気工学専門学校 ?
5 エ ア フ ル ト PreuBen 手工業学校 1898
6 エ ヅセ ン PreuBen 王立機械工学学校 1907
7 エ ル バ ー フ ェル ト PreuBen 王立上級機械工学学校 1898
8 エ ル バ ー フ ェル ト PreuBen 王立機械工学学校 1898
9 カー ル ス ル ー エ Baden バーデン大公校 1878
10キ ー ル PreuBen 王立上級機械工学学校 1903
11キ ール PreuBen 造船学校 1903
12グ ライ ヴ ィ ヅ ツ PreuBen 王立機械工学学校 1896
13グラウデ ンツ PreuBen 機械工学学校 1907
14ケ ム ニ ヅツ Sachsen 実業ア カデ ミー 1836
15ケ ム ニ ッツ Sachsen 王立機械工学学校 1855
16ゲル リ ッツ PreuBen 王立機械工学学校 1898
17ケル ン Preul3en 王立上級機械工学学校 1895
18ケル ン PreuBen 王立機械工学学校 1895
19シ ュテ ッテ ィ ン Preuβen 王立上級機械工学学校 1900
20シ ュ トラ ス ブ ル ク Elsal3-Lothringen王立技術学校 1875
21
¶"
デ ュー ス フル ク PreuBen 王立機械工学学校 1894
22 ドル トム ン ト PreuBen 王立上級機械工学学校 1892
23 ドル トム ン ト Preuβen 王立機械工学学校 1890
24ニ ュル ンベ ル ク Bayern 王立工業専門学校 1907
25ニ ュル ンベ ル ク Bayern¶ 職長学校 1907
26バ ー ゲ ン PreuBen 王立上級機械工学学校 1896
27ハ ノ ー フ ァ ー PreuBen 機械工学学校 1890
28ハ ンブル ク Hamburg 市立工業専門学校 1893
29フ ァー レル Oldenburg 大公機械工学学校 1895
30ブ レー メ ン Bremen 市立工業専門学校 1896
31ブ レス ラ ウ PreuBen 王立上級機械工学学校 1897
32ポ ーゼ ン Preuβen 王立上級機械工学学校 1900
33
噛"
マ クデ フル ク PreuBen 王立上級機械工学学校 1905
34マクデ ブル ク PreuBen 機械工学学校 1891
35ラ ン ツ フ ー ト Bayern 機械工学 ・電気工学専門学校 1901
計35校
教 育期 間S.は 学期(半 年),J.は 年学費
は1学 期分(単 位 マル ク)
入学条件 の内容
1次 のいず れかを満たす
1)中 等学校 の第6学 年修了,基 礎的製 図作成能力,2年 間 の工場実習
2)下 級機械工学学校 と3年 間の実務,特 別試験(数 学,ド イ ツ語,自 然科学),18歳 以上
3)民 衆学校 と3年 間の実務 の後 予備 クラス,18歳 以上
Ia1年 志願 兵資格
II民 衆学校 教育,14歳 以上,実 務規定 な し
Ila民 衆学校 教育,補 習学校,実 務規定 な し
Ilb民 衆学校教育,年 齢制 限な し,1年 の実務
Ilc民 衆学校教育,年 齢制 限な し,2年 間の実務
IId民 衆学校教育,年 齢制 限な し,4年 間の実務
IIe民 衆学校教育,年 齢制限な し,6年 間の実務
III試 験に よる一般知識の証明,17歳 以上,3年 間の職業経験
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機械工学 ・電気工学学校(公 立)
Nr.入学条件 教育期間 学費(学期)教師数 1910年 夏の生徒数
1910年10月
卒業生
1910/1911年
冬 の生徒数
1 1' 5S. 75 13 65 10 63
2 1 5S. 75 13 85 22 78
3 1] 3J. 10 7 136 28 140
4 1 2J. 25 ? 119 41 105
5 II 4-8S. 20-30 20 388 『 472
6 IId 4S. 30 9 113 34 109
7 1 5S. 75 19 80 15 82
8 Ild 4S. 30 19 116 24 129
9 1 6S. 40 48 60 一 73
10 1 5S. 75 17 57 17 52
11 1 5S. 75 17 28 一 28
12 Hd 4S. 30 17 ll2 21 110
13 Ild 4S. 30 6 56 12 72
14 Ia 7(8)S.120** 38 456 115 465
15 III 3(4)S. 50*..38 161 52 161
16 Ild 4S. 30 13 154 37 147
17 1 5S. 100 20 145 20 156
18 Ild 3S. 30 20 103 35 101
19 1 5S. 75 13 91 18 95
20 IIC 6S. 30 45 287(1909/10)49(1909/10)335(1909/10)
21 Ild 4S. 30 30 215 56 222
22 1 5S. 75 38 83 22 78
23 Ild 4S, 30 38 237 61 238
24 1 4S. 37.5 35 170 63 157
25 IIe 2S. 12.5 35 28 28 23
26 1 5S. 75 21 131 25 156
27 Ila 2J. 30 11 50 26 48
28 1 4(2)* 72 28 310(1909/10)103(1909/10)328(1909/10)
29 正lb 4S. 110 8 19(1909/10)7(1909/10)23(1909/10)
30 Ia 3.5J.
31 1 5S. 75 15 100 16 111
32 1 5S. 75 13 74 10 80
33 1 5S. 75 12 43 ***** 37
34 Ild 2J. 30 12 71 26 71
35 II 3J, 10 7 110 29 111
4453****1022***+4656****
*船 舶 エ ンジニア学校 は2学 期
:.ザ クセ ン以外の出身者は180マ ル ク
R##ザ クサン以外 の出身者 は100マ ル ク
科料 ブレー メン除 く
纏鵯*卒 業 は春 のみ
以下 はDosmar,Mittelschulenl910,S.337-342.より作 成
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表1-z機 械工学 ・電気工学学校(市 立 ・私立)
Nr. 所 在 地 邦 学 校 名 設立年
1 アルテンブルク Sachsen-Altenburg工業専門学校の 1895
2 アルンシ ュタ ット Schwarzburg-Sonderhausen工業 専門学校,イ ンスティ トゥー ト ?
3 イルメナ ウ Sachsen-Weimar工業専門学校#) 1894
4 ヴィスマール Mecklenburg-Schwerinエンジニア学校 1908
5 ヴォル ムス Hessen エンジニア学校* ?
6 オイテ ィン Oldenburg 工業専門学校 1895
7 オ ヅフェソバ ツハ Hessen 市立技術学校 1837
8 ケーテ ン Anhalt 市立工業専門学校 1893
9 ケル ン Preuβen 電気組立学校 ?
10 コンスタンツ Baden エ ンジニアアカデ ミー 1906
11 シ ュ タ ッ ト八 一 ゲ ン Schaumburg-LipPe技術専門学校* 1897
12 シュテル ンベル ク Mecklenburg-Schwerin工業専門学校* i895
13 シ ュ ト レー リ ッツ Mecklenburg-Strelitz工業専門学校 1890
14 ツヴ ィッカウ Sachsen エンジニア学校#) 1897
15 ノイシ ュタ ット Meckienburg-Schwerin工業専門学校 1882
16 ハイニ ヒェン Sachsen 工業専門学校#) 1900
17 ヒル トブルクハ ウゼ ン Sachsen-Meiningen工業専門学校#) 1879
18 ビンゲ ン Hessen 工業専門学校#) 1897
19 フランクフル ト Preuβen 電気工学学校 1889
20 フランケンダール Bayern 機械工学学校 1908
21 フランケンハ ウゼ ン Schwarzburg-Rudolstadt工業専門インステ ィトゥー ト 1896
22 フ リー トベル ク Hessen 市立実業アカデ ミー* 一
23 ベル リン PreuBen 工業専門学校,イ ンステ ィ トう一 ト 1898
24 ベル リン PreuBen シンケル ・アカデ ミー ?
25 ベル リン PreuBen ビスマルク工業専門学校. 1874
26 ベル リン PreuBen 技術 アカデ ミー* ?
27 ベル リン PreuBen 機械工学学校ゲヅツェ 1861
28 ベル リン PreuBen 改革工業専門学校 1898
29 ベル リン Preuβen 技術実業学校 1910
30 ベル リン PreuBen 市立技術中等学校 1909
31 ベル リン PreuBen 市立実業ホ ルー ?
32 マイ ンツ Hessen エンジニア学校(自 動車専門学校) 1904
33 マ ンハイ ム Baden エンジニア学校#) ?
34 ミッ トヴァイ ダ Sachsen 工業専門学校#) 1867
35 ラーゲ Sachsen-Altenburg工業専門インステ ィトゥー ト ?
36 ライ プツィヒ Sachsen 機械工学学校 1896
37 リーザ Sachsen 工業専門学校 1904
38 レムゴー Lippe 工業専門学校 ?
計38校
入警 餓 聡 縮
16歳以上あ。。、15歳以上で一年志願兵資格
Ia民 衆学校教育,16歳 以上,1年 の実務
Ib民 衆学校教育,15歳 以上,2年 の実務
Ic民 衆学校教育,17歳 以上,1年 の実務
Id民 衆学校教育,17歳 以上,3年 の実務
Ie民 衆学校教育,年 齢制限 なし,3年 の実務
If民 衆学校教育,年 齢制限 なし,実 務経験の有無な し
II授 業 についてい くことが できるとい う証明
Ila相 応す る一般教育,14歳 以上
Ilb予 備知識必要 な し,14歳 以上
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機械工学 ・電気工学学校(市 立 ・私立)
Nr.入学条件 教育期間 学費(学期)教師数 1910年 夏の生徒数
1910年10月
卒業生
1910/1911年
冬 の生徒数
1 1 5S. 140 14 264(1go9/10)105(1909/10)285(1909/10)
2 Ina 6S. 3*寧 一 100(1909/10)16(1909/10)98(1909/10)
3 Ia 5S. 13C 31 539 152 555
4 一 4S. 一 一 75 一 95
5
6 If 4S, 120-14(一 20 1 29
7 III 4S. 60 一 75 6 110
8 V 7S. 150. 一 460 59 ca.500
9 Ie 1/2S. 150***2 54 54 46
10 nlb 6S. 130 12 190 75 205
11 III 4S.
12 Ia 4S.
13 If 3-4S. 182 一 336 86 344
14 nlb 5S, 140 14 185 45 185
15 王a 5S. 110 17 110 一 一
16 1 5S. 130 一 『 一 230(1909/10)
17 If 5S. 120 22 一 44 一
18 1 5S. 130 一 506 174 530
19 Ie 1/2S, 100 一 9 9 一
20 Ib 3S. 50 一 10 3 12
21 IIIb 5S. 140 『 120 17 144
22 Ina 6S. 140
23 IHc 6S. 130 38 298(1909/10)22(1909/10)386(1909/10)
24 II 4S. 130
25 Ilb 6S. 160 一 125(1909/10)19(1909/1()175(1909/10)
26 IIIC 5S. 130 15 151(正909/10)17(1909/10)173(1909/10)
27 Ic 8S. 1G8 一 65 6 67
28 Ila 4S. 120 一 320 110 323
29 Ila 4S. 60 一 50 一 8G
30 III 4S. 80****9 42 一 69
31 Ie 2S. 50 7 38 38 40
32 IV 2S. 150 一 13(1909/10)5(1909/10)32(1909/10)
33 Ilb 5S. 一 『 281 46 312
Ib 6S. 130
34 III 5S, 140 102 1212 293 1202
35 Ilb 一 一 一 24 6 33
36 Id 4S. 50 『 94 16 99
3了 III一 5-6S. 125-1406 62 20 72
38
5828 1444 6431
IIIプ ロイセ ン上級機 械工学学校 と同 じ
nIa一 年志願兵資格 あるいは同様 な教育,17歳 以上
IIIb一 年 志願 兵資 格あるいは同様な教育,16歳 以上
IIIC一 年志願兵資 格あるいは年 齢制 限な し
正V王 立機械 工学学校 あるいF3そ れに類す る学校 の卒業
Vプ ロイセ ン上級学校工学学校 と同様 に一年 志願兵資 格
*不 明,一 部前学期の生徒数
料1科 目の授業料
零脚 半学期
牌勅 ベル リン以外 の出身者120マ ル ク
#)ド イツ上級技術 学校 連盟所 属
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表1-3建 設業専門学校(公 立)
Nr. 所 在 地 邦 学 校 名 設立年
1 ア ー ヘ ン PreuBen 王立建設業専門学校(高層建設・土木工事) 1900
2 イ トシ ュタ イ ン PreuBen 王立建設業専門学校(高層建設・土木工事) 1869
3 ヴ ァイ マ ー ル SachsenWeimarザクセン大公国 1859
L ヴ 乱ル ツ ブ ル ク Baern バイエルン王国 1859
5 エ ア フ ル ト PreuBen 王立建設業専門学校(高層 設・土木工事) 1901
6 一エ ッケ ル ソフ ェル ァ PreuBen 王立建設業専門学校(高層建設・土木工事) 1868
7 エ ッセ ン PreuBen 王立 設業専門学校(高層建設・土木工事) 1908
8 カ ー ル ス ル ー エ Baden バーゲン大公国 18?E
9 カイザ ースラ ウテル ン Baern バイエルン王国 1874
10 カ ッセ ル PreuBen 王立建設業専門学校(高層 設・土木工事) 1896
11 カ トヴ ィ ッ ツ PreuBen 王立建設業専門学校(高層建設・土木工事) 1899
12 ケ ー ニ ヒス ベ ル ク PreuBen 王立建設業専門学校(高層建設・土木工事) 1893
13 ケ ムニ ッツ Sachsen ザ クセン王国 1837
14 ゲ ル リ ッ ツ PreuBen 王立建設業専門学校(高層建設・土木工事) 1894
15 ケ ル ン PreuBen 王立建設業専門学校(高層 設・土木工事) 1878
16 ゴー タ Sachsen-Kobur・Go亡haザクセン公国 1805
17 コー ブ ル ク Sachsen-Kobur-Gothsザクセン公国 1852
18 シ ュテ ッテ ィ ン PreuBen 王立建設業専門学校(高層建設・土木工事) 1899
19 シ ゴ トゥ ヅ トガ ル ト WUrttember ヴュルテンベルク王立建設業専門学校* 1845
20 ダ ル ム シ ュ タ ッ ト Hessen ヘ ッセ ン大公国 1849
21 ツ ィ ヅ タ ウ Sachsen ザクセン王国 1840
22 ツ ェル ブス ト Anhalt ア ンハル ト 1887
23 デ ー トモ ル ト Lie リッペ ?
24 ドイ チ ュ ク ロ ーネ Pre亘13en 王立建設業専門学校(高層建設・土木工事) 1878
25
閣 ー
ドレス デ ン Sachsen ザクセン王国 1837
26 ニ ー ン ブル ク PreuBen 王立建設業専門学校(高層建設・土木工事) 1853
27 バ ノレメ ン PreuBen 王立建設業専門学校(高層建設・土木工事) 1897
28 ハ ンブル ク Hambur 市立学校 1865
29 ヒルデスハイ ム Preu6en 王立建設業専門学校(高層建設・土木工事) 1900
30 ビンゲ ン Hessen ヘ ッセ ン大公国 ?
31 フ ァ ー レ ン Oldenbur オルデンブルク大公国 1895
32
「 塾
ブ クス テ フ ーテ PreuBen 王立建設業専門学校(高層建設・土木工事) 1890
33 プ ラ ウエ ン Sachsen ザクセン王国 1840
34 フランクフルト・アム・マイン PreuBen 王立 設業専門学校(高層 設・土木工事) 190E
35 フランクフルト・アン・デァ・オー デル PreuBen 王立建設業専門学校(高層 設・土木工事) 1898
36 プ レス ラウ PreuBen 王立建設業専門学校(高層建設・土木工事) 1878
37 ヘ クス テル PreuBen 王立 設業事F学 校(高層 設・土木工事)1864
38 ポ ーゼ ン PreuBen 王立 設業専門学校(高層 設・土木工事) 1891
39 一ホ ル ツ ミンァ ン Braunschwei ブ ラウンシ ュヴァイク公 国 1831
40 マ クデ ブル ク PreuBen 王立建設業専門学校(高層建設・土木工事) 1890
41 ミュ ン ス タ ー Preuβen 王立 設業専門学校(高層 設・土木工事) 1898
42 ミ コ、ン ヒ ェ ン Baem バイエルン王国 ?
43 ライ プ ツ ィ ヒ Sachsen ザクセン王国 1838
44 リ ュ ーベ ッ ク L廿beck 市立学校 1896
計44校
入学条件 の内容
1民 衆学校教育(た いていは試験 に よる証 明),16歳 以上,12か 月の手工業 実務
Ia民 衆学校教育,15歳 以上,12か 月 の手工業実務
Ib民 衆学校教育,15歳 以上,18か 月 の手工業実務
IIギ ムナジ ウムか実科学校 の第4,5学 年修了,16歳 以上,2年 間の実務
(22)
建設業専門学校(公 立)
Nr.入学条件 教育期間 学費(学期)
'
教師数 1910年 夏の生徒数
1910年10月
卒業生
1910/1911年
冬の生徒数
1 1 5S. 80 19 102 一 151
2 1 5S. 80 19 128 一 231
3 1 4S. 50(70)一 91 18 }
4 1 5S. 50 14 『 一 110
5 1 5S. 80 19 110 40 235
6 1 5S. 80 17 80 32 215
7 1 5S. 100 一 104 15 275
8 II 6S. 40 48 142 一 337
9 1 5S. 50 16 133 25 117
10 1 5S, 80 一 136 36 272
11 1 5S. 80 16 72 14 262
12 1 5S. 80 一 105 27 264
13 Ia 5S. 50(100)38 19 1 113
14 1 5S. 80 20 83(冬 学期) 21(1907/08)254
15 1 5S. 100 33 158 一 311
16 1 5S. 75(100)19 16(1907/08)15(夏) 98
17 1 5S. 75 17 19 7 111
is 1 5S. 80 20 116 24 239
19 Ila 6S. 50 37 675 199 815「
20 1 4S. 80 12 125 54 160
21 Ib 5S. 50(100)18 41(1909/10)20(1909/10)119
22 1 4S, 100 20 86 一 231
23
24 1 5S. 80 一 84 26 184
25 Ib 5S. 50(100)15 24 一 157
26 1 5S. 80 18 135 38 278
27 1 5S. 80 17 116 35 200
28 1 5S. 90 42 179 47 405
29 1 5S. 80 20 148 40 281
30 1 4S. 80 一 177 56 255
31 1 5S. 110 19 50(1909/10)13(1909/10)116
32 1 5S. 80 17 128 27 314
33 Ib 5S. 50(100)7 28 一 85
34 1 5S. 100 一 102 28 194
35 1 5S. 80 一 112 18 233
36 1 5S. 80 一 163 38 303
37 1 5S. 80 20 129 51 244
38 1 5S. 80 18 68 34 190.
39 1 5S. 162** 41 175 110 600
40 1 5S. 80 16 132 21 268
41 1 5S. 80 19 182(1909/10)73(1909/10)39(1909/10)
42 1 5S, 50
43 Ib 5S, 50(100)16 72 一 224
44 1 4S. 80 17 90 37 209
4835##* 1140*** 9699***
*機 械 工 学 学 校 含 む 。
**教 材 費 含 む 。
料*デ ー トモル ト,ミ ュ ン ヒ ェ ンを 除 く
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表1-4建 設業専門学校(市 立 ・私立)
Nr. 所 在 地 邦 学 校 名 設立
1 アウグスブル ク Bayern 建築学校 1893
2 ア シ ャ ヅフ ェン ブル ク 』 Bayern 工業専門学校
3 オ イ テ ィン Oldenburg 工業専門学校 1895
4 オ ツフ ェン バ ツハ Hessen 技術学校 1837
5 グラ ウ ヒ ァ ウ Sachsen 建設業専門学校 1898
6 ゲラ Reinj.L. 工業専門学校 1883
7 シ ュ ト レ ー リ ッ ツ Meck!enburg-Schwerin工業専門学校 1890
8 トリー ア PreuBen 建設業専門学校 1909
9 ニ ュル ンベ ル ク Bayern 建築学校 1870
10 バ ー ト ・ズ ル ツ ァ Sachsen-Weimar 建設業専門学校 1874
11 パ ッサ ウ Bayern 職長学校 1899
12 バ ンベル ク Bayern 職長学校 ワ
13 ヒル トブル クハ ウゼ ン Sachsen-Meiningen建設業専門学校 1870
14 フライ ブル ク Baden 建築学校 1882
15 フ ラ ン ケ ン ダ ール Bayern 建設業専門学校 1908
16 ベル リン PreuBen 建設業専門学校 1883
17 レー ゲ ン ス ブル ク Bayern 建築学校 1897
18 ロ ー ダ Sachsen-Altenburg建築学校 1886
計18校
入学条件の内容
116歳,2夏 の建築実務
Ia15歳,2夏 の建築実務
Ib年 齢制限な し,1夏 の建築実務
Ic年 齢制限な し,2夏 の建築実務,民 衆学校教育
Id年 齢制限な し,実 務経験 の有無 なし
大 な宣伝 を していない こと;一 年志願兵資格 を入学条件 と してい ないのは
下級 の機械工学学校 と同 じである こと,生 徒 はたいて い20-37歳 で5-20
年 の実務経験 がある こと,ド イ ツの専 門学校 はIngenieurdiplomの 卒業証
明に よって大学 の称 号にみせ かけ ようとしているわけ ではない こと,を 挙
げて反 論 した25)。 なお1902年 に有力な私立学校8校 は,ド イ ツ上級技術学
校 連盟VerbandderhbherentechnischenLehranstaltenDeutschlandsを
結成 していた(表1で は#を 付 した学校)26)。 この連盟は,有 能 な技術者 を
生産 して工業を満足 させて きた優秀な私立 学校を,評 価 の低 い学校 か ら区
分 して,私 立学校 自.身がその存在の正当性 を確立す ることで,私 立学校 が
置かれてい る全般的状況を健全化す ることを 目的 とした。
この機を とらえて,そ もそ も1907年 の改革に批判 的であ ったVDIは そ
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建設業専門学校(市 立 ・私立)
Nr.入学条件 教育期間 学費(学期)教師数 1910年 夏の生徒数
1910年10月
卒業生
1910/1911年
冬の生徒 数
1 1 5S, 50 9 寧 壌 141
2 2S.
3 Id 4S. 120-140一 52 8 119
4 Ib 5S. 60 35 37 6 55
5 Ia 4S. 100 u
6 Ic 4S. 100 17 一 一 100
7 Id 3-4S, 182 一 213 69 317
8 1 3S. 40 19 14 ** 44
9 1 5S. 50 2 * * 446
10 Ia 5S. 一 15 14 4 41
11 1 2S. 50 18 * * 82
12 1 2S. 50 一 95 20 101
13 1 5S, 100 22 一 59(1909/10)『
14 Ib 4S. 100 9 25 14 80
15 Ia 4S. 50 一 9 4 39
16 1 4S. 一 一 227 47 268
17 1 5S. 50 17 * * 87
18 1 5S. 100 7 52 21 140
738零** 252 2055***
*夏 学期 な し
**暫 定的3ク ラスのみ,修 了試験 な し
***17校 の うち夏学期 な しが4校 なので,第9欄 と第11欄 の総計 は対比で きない
の改革の中止を提案 した。政府も早急にプロイセンの学校の再組織化が必
要 と悟 り,今 後はVDIの 意見を尊重することを約束 して,他 の技術諸団体
も含めて1908年5月 にベル リンで会議を開催 した。ここで明らかになった
ことは,プ ロイセンの学校改革はプロイセン以外の邦の公立 ・私立学校 と
もかかわるだけではない,技 術学校の形態 ・目的に関する問題は,工 科大
学 と下級の学校 とから中等教育を区別するものは何か,技 術専門職とは何
か という問題に触れるものである,と い うことであった2の。
4.ド イ ツ技術 学 校制度 委員 会 とそ の審議
1908年11月 にVDIは 商工 省 と連絡 を と り ドイ ツ技 術学 校 制度 委員 会
DeutscherAusschuBdestechnischenSchulwesens(以下委 員会 と略)を
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表1_Lそ の他の実業学校(公 立)
Nr. 所 在 地 邦 学 校 名 設立
1 アペ ン ラ ーデ PreuBen 王立プ ロイセ ン航 海学校
2 アル トナ PreuBen 王立 プロイセ ン航海学校*
3 イ ゼル ロ ー ン PreuBen 金属工業専門学校 1879
4 グ ラ イ ヴ ィ ヅツ PreuBen 冶金学校 1896
5 ゲ ー ス テ ミ ュン デ PreuBen 王立 プロイセ ン航海学校
6 ゲ ー ス テ ミ ュ ンデ PreuBen 王立 プロイセ ン船舶機械学校 1903
7 ケ ム ニ ッツ Sachsen 染色学校 1869
8 ザ ー ル ブ リ ュ ッケ ン PreuBen 鉱 山学校**
9 シ ュテ ッテ ィ ン PreuBen 王立 プロイセン船舶機械学校 1901
10 シ ュテ ッテ ィ ン ー グラ ボ ウ PreuBen 王立 プ ロイセン航海学校
11 シ ュ トラ ール ズ ン ト PreuBen 王立プ ロイセン航海学校
12 シ ュ マル カル デ ン PreuBen 小製鉄専門学校 1902
13 ズ ィ ー ゲ ン PreuBen 製鋼専門学校 1900
14 ゾ ー リン ゲ ン PreuBen 製鋼専門学校 1904
15 ダ ン ツ イ ヒ PreuBen 王立 プロイセ ン航海学校 1818
16
、 一 、
デ ィ ー ア ン ホ ー フ ェ ン ElsaB-Lothrinen鉱山学校 1901
17 テ ィメル PreuBen 王立 プロイセ ン航海学校
18 デ ュー ス ブル ク PreuBen 冶金学校 1894
19 パ ー ペ ン ブ ル ク PreuBen 王立 プロイセ ン航海学校
20 バ ル ト PreuBen 王立 プロイ セン航海学校
21 ハ ンブル ク Hamburg 航海学校 1749
22 ピ ッラ ウ PreuBen 王 立プロイセン航海学校
23 フル トヴ ァ ンゲ ン Baden 時計職人学校 1877
24 ブ レー メ ン Bremen 航海学校
25 フ レ ンス ブ ル ク PreuBen 王立プロイセ ン航 海学校
26 フ レ ンス ブル ク' PreuBen 王立プ ロイセ ン船 舶機械学校 1901
27 ブンツラウ PreuBen 製陶専門学校 1897
28 リ ェ ー ベ ッ ク LUbeck 航海学校 1808
29 レー ア PreuBen 王立 プロイセ ン航海学校
30 レム シ ャ イ ト PreuBen 小製鉄専門学校 1880
計30校
教育期間M.は 月
入学条件の内容
Ia王 立 プロイセ ン航海学校の航海士 クラス:数 学 ・航海 ・政治地 理の知識,民 衆学 校卒
Ib王 立 プロイセ ン航海学校の船員 クラス:ド イ ツの航海士 としての認 可あ るい は航 海学校
の航海士 コースの卒業者
II能 力証 明と ドイツ商船の船員 と航海士の試験に関す る布告 に準ずる
II]民 衆学校,14歳 以上
IV民 衆学校,15歳 以上,1年 半の職業経験
V民 衆学校,3年 の鉱 山労働
VI船 舶機 関士学校 のプログラムに準ず る
VII鉱 山学校修了 あるいは入学試験合格
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その他の実業学校(公 立)
Nr.入学条件 教育期間 学費(学期) .1910年 夏の生徒数
1910年10月
卒業生
1910/1911年
冬 の生徒数
1 Ia 83M. 一 14 13 8
2 Ia 4,2M. 一
Ib 83M. 一 467 一 112
3 III 3J. 一 79 一 72
4 V 4S. 30 21 } 19
5 Ia 8M.
Ib 6M. 一 93(1907/08)一 47(1909,Nov.)
6 VI 2M. 20-60 ***** ***** *****
7 IV 3S. 50*** 8 一 18
8 VII 3J. 一 116 40 103
9 VI 2-5M. 20-60 ***** ***** *****
10 Ia 8M. 36 11
Ib 6M. 30 6 一 一
11 Ia 8M. 36 12
Ib 6M. 30 8 一 一
12 III 2J. 60**** 44 一 44
13 III 2J. 60**** 112 9 108
14 III 不定期 18 25 25 36
15 Ia 8M, 36 11
Ib 6M. 30 6 一 一
16 V 2J. 一 54 28 52
17 Ia 8M. 36 5 3 15
18 V 4S. 30 82 25 73
19 Ia 8M.
Ib 6M. 一 35(1907/08)一 10(1909.Nov.)
20 Ia 8M. 36 11
Ib 6M. 30 6 一 一
21 Ia 8M. 36 358 269
Ib 4M. 36 348 633 344
22 Ia 8M. 36 9 一 一
23 III 3J. 12.5 65 19 75
24 Ia 8M. 70 69 26 一
25 Ia 8M.
Ib 6M. 一 21 18 13
26 VI 2-5N, 20-60 ***** ***** *****
27 III 2J. 20 52 12 48
28 Ia 一 47 43 一
Ib 8M. 30-50 149 140 一
29 Ia 8M.
Ib 6M. 一 43(1907/08)一 9(1909.Nov.)
30 II] 2J. 60**** 100 5 98
Ib 4M. 60 104 42 一
2601 1081 1573
*そ の 他 の プ ロイ セ ンの 航 海 学校 は エ ムデ ン,グ リュ ーネ ダ イ ヒ,シ ュ トル プ ミ ュ ンデ,ス
ヴ ィー ネ ミ ュ ンデ,ヴ ェス タ 一 八 ウ ダ ー フ ェー ム,ツ ィン ク ス ト
牌 さ ら にル イ ー ゼ ソ タ ール,ズ ル ツ バ ハ,ゲ ッテル ボル ン,ノ イ ン キル ヒェ ン の 鉱 山 予 備 学
校,生 徒 数133名
##Aザ クセ ン以 外 の 出 身 者 は100マ ル ク
..*,プ ロ イ セ ン 以外 の 出身 者 は120マ ル ク
綿 林*新 しい 試 験 規 定 に よ る過 渡 期 に あ る
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表1-6そ の他の実業学校(市 立 ・私立)
Nr. 所 在 地 邦 学 校 名 設立
1 ア ーヘ ン PreuBen 鉱山学校 1904
2 ア イ ス レー ベ ン PreuBen 鉱山学校 1798
3 ア ウ エ Sachsen 金属労働者学校 1877
4 アル テンブルク Sachsen-Altenburg製紙学校 1895
5 ヴァル デンブルク PreuBen 鉱山学校 1838
6 ヴ ェ ッツ ラ ー PreuBen 鉱山学校 1872
7 エ ッセ ン PreuBen 鉱山学校 1816
8 ク ラ ウ ス タ ー ル PreuBen 鉱山学校 1811
9 グ ラ ス ヒ ュ ッテ Sachsen 時計職人学校 1878
10 ズ ィ ー ゲ ン PreuBen 鉱山学校 1818
11 タル ノ ヴ ィ ッッ PreuBen 鉱山学校 1839
12 ツ ヴ ィ ッカ ウ Sachsen 鉱山学校 1862
13 ディ ヅポル デ ィスヴ ァル デ Sachsen 製粉学校 1889
14 デ ィ レン ブ ル ク Preu6en 鉱山学校 ?
15 デ ー トモル ト Lippe 指物師専門学校 1893
16 デ ー トモル ト Lippe 家具製作者専門学校 ?
17 ニ ュル ン ベ ル ク Bayern 指物師専門学校 ?
18 フライベル ク Sachsen 製革工学校 1889
19 フ ラ ン ケ ン タ ール Bayern 石工学校 1908
20 ブランケンブルク Braunschweig 指物師専門学校 1894
21 ベル リン PreuBen 手工業者学校 1880
22 ボ ー フ ム PreuBen 鉱山学校 1816
23 ミュ ール ハ ウ ゼ ン ElsaB-Lothringen化学学校 1824
24 ラ ウバ ン PreuBen れんが工学校 1893
25 ロ ス ヴ ァイ ン Sachsen 機械工学校 1894
26 ロス ト ヅク Mecklenburg-Schwerin航海学校 1854
計26校
入学 条件の内容
116歳 以上,計 算,代 数,ド イ ツ語の知識
II16歳 以上,民 衆学校,2年 間の実務
III18歳 以上,民 衆学校
IV15歳 以上,民 衆学校,1年 間の実務
V17歳 以上,職 業経験
VI14歳 以上,民 衆学校,3年 間の実務
VII民 衆学校,1年 間の職業経 験
VIIIギ ムナジ ウムあるいは上級実科学校 の卒業 資格,あ るいは相応す る入学試験
IXプ ロイセ ンの航海学校 と同 じ
設立 した。 この委 員会は,ド イ ツの技術 教育全体のための情報 セ ンターと
もいえるもので,専 門家に委託して組織的に技術教育の全形態や状況を研
究し,工 業や実業の実際の需要や要求を知 り,教 師や行政 とともに審議し
てガイ ドライン,政 治的勧告,教 育目標を提供 し,学 校ならびに工業の利
益を促進することを目的とした。この委員会の初期の中心はVDIで あっ
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その他の実業学校(市 立 ・私立)
Nr.入学条件 教育期間 学費(学期)教師数 1910年 夏の生徒数
1910年10月
卒業生
1910/1911年
冬 の生徒数
1 XIII 3J. な し* 一 67 一 67
2 XI 3J. な し 8 93 一 100**零*
3 II 3S. 112.5( 4 45 8 104
4 1 3S. 一 264(1909/10)105(1909/10)285(1909/10)
5 X1 3J. な し 5 32 29 32
6 XI 2J. な し 3 20 } 25**+*
7 XI 2J. な し 8 156 36 160
8 XI 3J. な し 8 35 一 37****
9 屑 1J. 112.50 7 64 21 43
10 XI 2J. な し 6 29 一 45****
11 XI 2J. な し 10 123 27 115
12 XII 4J. な し 4 109 26 113
13 IV 3S. 150 6 67(1909/10)一 59(1909/10)
14 XI 3J. な し 7 29 一 34****
15 1 3-12N. 140-16(『 68 53 38
16 1 3-6M. 150 一 58 48 80
17 1 一 一 『 一 一 70
18 V 1J. 250** 一 54 6 50
19 IV 3S. 50 一 一 一 1
20 1 1-12M. 150' 一 30 20 30
21 III 不定期 612 一 226(1909/10)一 200(1909/10)
22 XIV 2J. な し 23 683 182 727
23 Vln 3J. 320 一 82 39 71
24 VII 1]. 100 8 39 39 50
25 X 3S. 125 8 61 20 75
26 IX 4M. 一 5 138 115 一
2572 774*** 2611
X16歳 以上,民 衆学校,3年 間の実務
XI19歳 以上,民 衆学校,3年 間の実務
X【117歳 以上,入 学試験,1年 間の実務
xnl17歳 以上,民 衆学校,3年 間の実務,職 人試験
XIV20歳 以上,4年 間の実務
*ア ーヘ ン以外の出身者は125マ ル ク
.,外 国人は750マ ル ク
***何 校 かの卒業生が欠如
****1903年 と1907年 の数値か ら算 出
たが,同 時 にVDIを は るかに越 えるものであ った。メンバ ーは,雇 用主 団
体,大 企業,諸 技術者団体,教 育者団体,大 学教授から構成 され,プ ロイ
セン産業局をは じめ各邦政府 も委員会の審議に積極的に参加 した。 この委
員会の ガイ ドラインは政府 の政策 となったD。
1908年から1910年 まで委員会の審議は,技 術中等学校否定論に対抗 して
(29)
技術中等教育の整備に集中した。委員会は,最 初に邦立学棟の整序 と,次
に私立学校対策と取 り組んだ。'
最初に1907年 の上級機械工学学校の第5学 期追加の試みが再検討され
た。産業局と上級機械工学学校の教師たちは最終 カリキュラム(4学 期)
の上にもう1学 期を加えることを計画 していた2)。 中 ・下級職員の専門教
育について工業側が中等学校に何を要求 しているかを知るため,機 械 ・電
気工学会社53社 の邦立機械工学学校の卒業生に対するアンケー ト調査を行
った3)。 この調査および討論の際に工業側によって,原 則的に学校教育期
間は短期であることとい う経済的視点に注意が喚起 された。犠 論の結果,
学期の追加は認められたが,た だ し工業側の要求を受け入れて一年志願兵
資格を持 って入学 した者たちの予備知識の均等化をめざす一番下の学期と
して設置されることになった。これは教育目標を広げ ること=専 門知識を
広げて工科大学に近づ くこと,を 意味するのではなく,ふ たつの上級クラ
スで基本的に専門授業だけがなされるべ く,基 本的な科 目(数 学 ・力学な
どの自然科学や基本的製図)を 充実させることに使用 されることを 目的と
した。そ してすでにこの予備知識の点で十分な能力のある生徒はこの学期
を飛び級できるものとされた4)。 これをもつ'て,.ヒ級機械工学学校は5学
期の専門クラスからなることが確定された5)。 そして同時に,こ の決定に
よって,委 員会は,プ ロイセンの技術中等学校と他の邦の非大学の技術学
校との同列化を明確にするとともに6),上 級機械工学学校の教育と工科大
学の教育との間の厳密な区分を確定 し,技 術教育は三層か らなることを改
めて確認 した。上は9年 制中等学校のアビ トゥアを入学条件 とする11の 工
科大学からなる8学 期の高等技術教育,下 は技術労働者学校(実 業補習学
校,工 場学校,徒 弟学校,日 曜学校,夜 間学校),そ してこの高等 と初等の
技術教育の間に位置する,非 アカデ ミックな技術教育=技 術中等教育,と
い う三層構造である7)。
プロイセンの技術中等教育においては上級 と下級の二層システムが形成
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されてきていたが,こ の区分が問題 となった。委員会はまず1907年 の技術
中等学校入学資格の修正を提案 し,政 府はこれを承認 した。上級機械工学
学校への入学基準を一年志願兵資格 と2年 間の実務であることを再度強調
しつつ,い くらかの修正を行った。それは予備 コース入学条件の次の3点
への修正であった。①9年 制中等学校の第5学 年を終了して3年 の実務,
②中等男子校の卒業生と3年 間の実務,③ 民衆学校卒業生のための特別な
入学試験と4年 間の実務。これは,1907年 規牢と比較すると基準強化を意
味 した8)。
上級機械工学学校の入学基準の修正とともに,上 級 ・下級二種類の学校
の位置づけが議論された9)。1909年 に ドイツ機械工学企業協会副理事長フ
レーリヒF.Fr61ichお よびデュースブルク王立機械工学学校長バルテル
Barthelは,全 国の上下級技術学校を視察 した。視察前,工 業側は技術中等
学校の多様性(上 級 ・下級)に 対 して疑念を持っていたが,視 察の結果,
技術学校の多様な発展 と形態はその近隣の工業の特殊状況に決定されてき
たとい うこと,上 級機械工学学校 と下級機械工学学校 とを予備知識の程度
(下級は民衆学校教育と4年 の実務)お よび教育目標に従 って一般的に区
分できることを認めた。バルテルは,上 級機械工学学校が事務所 ・工場の
中級技術職員を,下 級の学校が下級の工場職員あるいはそのような職を得
ようとする者の養成を目指していると指摘 した。なお,4年 間の見習い養
成実務期間lo)を終えて下級機械工学学校を卒業 した者は,24歳 を越えると
営業条令改正法の新規定により見習いLehringを 教育する資格を得ること
ができた。また,入 学時の実際の実務経験年数は,下 級の場合で5.1-7.5
年,入 学時平均年齢は,下 級は21-23.1歳 で,上 級は20歳 であるis)。委員
会で確認されたことは,下 級機械工学学校はもはや職長学校ではありえな
いということであった。アウグスブルク ・ニュルンベル ク機械工場(M.
A.N.)の りーペルA.v.Riepelは,職 長とは 「職長特有な性格的特徴を持
ち,技 術的経験を通 して,あ る程度の数の労働者を指導する能力を身につ
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けた者」 と定義 した。彼によれば,職 長と中級技術者,工 場で働 く人間 と
事務所で働 く人間とは区別されねぽならず,職 長は工場と直接かかわ りな
が ら養成されるべきで高度な学問的基盤は必要な く,そ の教育には2学 期
で十分で,4学 期の職長学校は必要ないとのことであった。オスカー ・シ
ンメル株式会社支配人 ローンA.Rohnは,職 長は優良な労働者から出てく
るもので,職 長の養成には機械工学学校の定時制 コースで十分 と主張す
る。バルテルも商工省のゲッテらも,4学 期の機械工学学校の卒業生は,
職長としてよりは工場や事務所の下級 の技術者として多 く採用 されてい
て,一 部地域の状況に直接適合 しつつ広範な階層の人々と多様な工業の要
求に役立っている,も はや職長学校の名称はふさわしくない,と 一致 して
いた12)。先のアンケー ト調査による会社側の要望は,下 級機械工学学校の
目標を,聡 明な労働者にさらなる教育の可能性を与えること,す なわち,
建築職工頭,上 級機械組立工,マ イスターなどの教育に限定 されたい,と
い うことであった。そ して生徒の出身の生産部門に応 じたスペシャリス ト
の教育を望んだ。また,一 般に非常に有能な労働力 として育成 された下級
機械工学学校卒業生が工場より事務所勤務を好むことが指摘 された13)。
結局,委 員会によって上級機械工学学校は中級官吏および 「設計事務所
や機械工学会社の作業現場や技術施設での将来の技術者」の教育,加 えて
「将来の工業施設の所有者」に必要な:工学技術を得る機会を提供する,下
級機械工学学校は,下 級官吏および 「未来の作業現場の指導者,同 時に未
来の小規模施設の所有者あるいは設計事務所の補助技術員」の教育,と い
う目標を持つとされた。二つの学校の総合的な目標は,工 業の設計 ・製図
・作業現場監督の職員を供給することであった。以上の1908年 以降の審議
を受けて,1910年7月26日 に 「機械工学学校の組織化のための規定」が公
布 された14)。
ダンツィヒ工科大学教授アウムントH。Aumundは,委 員会の技術中等
学校整備案に賛成 した。その際に彼は,原 則 として,技 術中等学校の卒業
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生は聴講生 として工科大学の講義を聴 くことはできるが,こ の参加に対 し
ては何らの証明書 も発行されないことを強調 した。その根拠は,デ ィプロ
ム以外の証明書は工科大学教育修了の社会的威信を下げることにな り,一
般教養の点で他の学問的職業に劣らない ことが工科大学のひとつの成功で
あるということであった。工科大学側はそれゆえ三層に分かれそれぞれ完
結 した技術教育制度を承認した15)。
委員会は,工 科大学の目標を技術学問や工業における指導的人材並びに
技術上級官吏の教育と規定して,工 科大学と技術中等学校との教育上の相
違を認めた。しかし,技 術学校を薮育上輪郭づけても,職 業生活において
は 「技術中等学校の卒業生がいつも中級の技術者」であ り,「工科大学の卒
業生がすべて工業において指導的人材になる」 とは限らない,技 術中等学
校出身の技術者たちはのちに 「エンジニア」の地位に進んでいる,将 来の
地位を決定するものは 「個人の素質」 と実際に働いている状況であるとし
た。委員会は,上 級と下級の機械工学学校をそれぞれ独立 した教育機関 と
して厳密に区分 したが,現 実における職業上の見通 しの相違はこの場合に
も周辺的な意味を持つにすぎなかったといえる。こうして委員会は,リ ー
ドラーらの主張に従って教育上の階級付けを職業現場へ拡大することを拒
否 したのである16)。
技術中等学校の教師養成についても審議された。教師もまた実務 と関わ
ることが工業側から要求された。上級機械工学学校の専門科 目の教師や邦
立学校の教師は工科大学でディプロムを取得 し,最 低3年 間の企業での設
計員あるいは指導者 としての実務を終えて初めて試験(試 験期間2年)採
用 されることが確定 され,ま た,一 般教育学校の教師 と同じ法的保護を受
けることが要請 された17)。
委員会が次に着手 したのは非邦立学校に対する統制であった。私立学校
は,比 較的大きな邦では より厳密な学校教育管理の下にあるので,と くに
小さな邦で隆盛をみた18)。1910年に委員会はプロイセン邦以外の学校を視
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察 し,ま た最低1年 半の教育期間を持つ全国の32の非邦立学校をアンケー
ト調査 した19)。調査対象の学校は,a)ベ ルリンやライプツィヒなど大都市
の市立学校(生 徒はその都市在住のもの),b)中 小都市の市立学校(か つて
は私立学校で,基 本的に生徒は他の地域出身),c)私 立学校(公 的な助成金
を受けている学校を含む)で あった。外国人の割合は平均30%で,生 徒の
半分まで占める学校もあった。学校の名称は,機 械工学学校,技 術中間学
校,工 業専門学校Technikum,エ ンジニア学校が一般的であったが,ア カ
デ ミー,19世 紀前半にあった工業専門学校Polytechnikum,イ ンステ ィ
トゥートなどを学校名に付 し,修 了証明にデ ィプロムの呼称をつけ,大 学
の学生組合を模倣 した学生団体を有する学校 もあった。邦立学校の1学 期
(半年)の学費は30-75マ ルク,私 立学校および小都市立学校の学費は110
-160マ ルクで,教 育期間は3か ら7学 期と様hで あった。教師の待遇は
邦立学校よりはるかに悪 く,私 立学校では教師は,専 門授業の分野では工
業側の要請を満足させることができるが,実 務にあるエンジニアで非常勤
であることも多 く,加 重負担の危険が常にあった。通信教育を実施してい
る学校があったが,こ の教育方法は委員会により否定 された。多 くの若者
が非邦立を選ぶ理由に,緩 やかな入学条件 と教育の到達 目標が指摘され
た。私立学校は邦立学校 と比較してとくに実務の予備教育についての入学
条件が低 く,た いてい入学試験があった。教育 目標は,① 職長,機 械組立
工の養成,② 中級の事務および工場技術者の教育,③ 経営主任,設 計員,
「エンジニア」の教育に三区分できる。同じ学校にこの三つの科があると
きには他の科への移行は可能であった。邦立学校のプログラムでは 「機械
技術者」の教育とい うことが目指されているた過ぎず,「 エンジニア部門」
がある私立学校の方が格が高いという印象を与えかねないことが指摘され
た。私立学校には,ほ ぼ常設 されている機械 ・電気工学以外に,ス ペシャ
リス トを養成するものではないが,鋳 造,農 業機械,橋 梁工学,セ メント
工学,セ ラミクスなど邦立に比べ多様な部門があった。
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ケーテンの市立工業専門学校Polytechnikumの 学校長 フェールFoehr
は,プ ロイセン上級機械工学学校 と同様に一年志願兵資格を入学条件 とし
た7学 期のケーテンの学校が,工 科大学の負担を軽減 してできるだけ若い
うちに生徒が職業生活へ入るように努力 しており,い わば工科大学と中等
学校の中間に位置 している,と 三層 システ ムの私立学校への拡大を拒 ん
だ。ボルジヒの総支配人ノイ・・ウスF.Neuhausや ケムニッツ実業アカデ
ミー学校長 ミュールマンMUhlmannら は,若 者を惹きつけている大学的
な自由(大 学に似せた授業形態や学生組合)を 標榜するケーテンの学校形
態をとくに批判 した。技術教育の三層システムを確定していた委員会は,
非邦立の学校をすべて技術中等学校に分類することを確認した20)。
有力な私立学校を中心とした ドイツ上級技術学校連盟は,私 立技術学校
発展の保証,威 信の増大,あ らゆる障害の克服への私立学校側の試みをア
ピール し'た。 ドイツの私立学校が,「公立の学校が受け入れ ることので き
ない多 くの若い人々に技術教育の可能性を保証 し,実 際の重要な社会的使
命を果たしてきた」こと,「生徒のためにその都度の技術水準に応 じて可
能なかぎり有益に授業を編成」 し,「工業の諸要請に常に迅速 に適合す る
術を心得ている」 ことから,そ の存在の正当性を主張 した。そして,工 科
大学 と中等学校の境界が失われないこと,デ ィプロムエンジニアの称号は
工科大学卒業生のみに付与 されること,過 大な広告を禁止すること,工 科
大学 と混同される名称の禁止など,ザ クセンの例にならったライヒ全体の
統一的法律の制定などを要求 した21)。この要求の背景には,優 良な私立学
校を評判の悪い私立学校から明確に区別 して,不 当な競争を防 ぐという意
図と,一 種の自主規制 とが働いていた。
委員会は,原 則的に私立学校の存在理由を認めた。それは,電 気工学,
自動車工学や航空工学の分野を始めとする新 しい専門分野への工業側の要
請に対 して,私 立学校が,部 立学校より大きい可能性をもって柔軟に迅速
に対応 してきたこと,健 全な民間経営の学校は邦立学校 と共存でき,健 全
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な競争により都立学校の水準も高まる,と いうことか らであった22)。上級
技術学校連盟の私立学校に対する規制の要求を受けて,委 員会の議長で
VDIの タークス0.Taaksは 私立学校に対す る全国的な統一規定を望ん
だ。 商工省の デ'ンホフED6nhoffや バ イエル ン代表 の プ レー ガ ー
K.Pregerは,既 存の法令が十分に効力を持っていること,小 邦には統一的
規定を設定す ることによって必要 となる監督行政のための財源がない こ
と,を 理由に各邦における諸規定および実施規則で十分であると述べた。
委員会はこの主張に従った。また,卒 業生を採用する場合には教育を受け
た学校の質を考慮することが企業に要請されたお)。この審議によってプロ
イセン政府はこれまで手つかずであった他邦の私立学校に影響を及ぼすこ
とができるようになったといえる。
おわ りに
以上,技 術中等学校整備の流れを概観 してきた。1890年 以降,工 業発展
を基盤とした輸出市場拡大などの対外政策 と社会政策とを基軸 とする新航
路政策に呼応して,テ クノロジーの進歩による要請 と社会的安定剤 として
の効用への期待からプロイセンでは技術教育制度が大きく展開したが,そ
れは教育という土俵におけるプロイセン政府とVDIの 主導権をめ ぐる争
いを含むものであった。この争いは,社 会的モビリティの促進を通して社
、
会秩序の安定に役立つはずであった技術中等学校制度が,教 育市場におけ
る需要 と供給の調整器 としての役割を果た し得ず,1900年 以降の技術職の
供給過剰の中で歪みを生 じさせたとき,一 時中断された。両者は,1908年
から1910年 の ドイツ技術学校制度委員会の審議で協調 し,ド イツにおける
技術教育制度の枠組みを確定 した。プロイセン政府は確かに,自 らの機械
工学学校構想を ドイツの他の邦へと徐 々に拡大 し,ま た邦立学埣の進展を
阻害してきた私立学校を自らのコン トロールの下に組み入れることができ
た。1910年 は,三 層からなる技術教育及び技術中等学校の二層 システムと
(36)
い うプロイセンの技術教育体系の全国的システム化の始まりともなった。
しかし,プ ロイセン政府以上に,審 議の過程 で時に応 じて変遷 しなが ら
も,入 学条件(上 級機械工学学校の場合一年志願兵資格を代替す る基準の
設定)や 学期 ・カリキュラム構成(製 図など基本科 目の充実,実 務重視),
教師の質(実 務 との関わ り)お よび教育と職業現場 との関係(教 育上の階
級づけ と職業現場での階級づけとは一致 しない)な ど,自 らの要求を貫徹
していったのは,雇 用する側つまり工業企業側 およびその影響力の強い
VDI指 導部であったといえる。
他方,前 述の教育(供 給)と 職業(需 要)の 歪みの影響を直接受けたも
のが,教 育制度によって生産 された技術者たちであった。技術者たちは打
開策 として二つの選択肢を選んだ。ひとつはVDDIが とろうとした方法で
ある。VDDIは,伝 統的な一般教育制度の基準に則 りつつ,高 等教育に基
づ く高い社会的評価を求めて一方で上昇 しようとし,ま た一方で自分たち
の下に対する明確な教育上の境界線を引いていた。とくにVDDIは,教 育
上の身分が職業生活にも適用されることを求め,非 大卒を排除 して上級技
術職の独占を図 り,排 他的な専門職たらんとした。技術教育制度によって
幽
形成 された成層化は必ずしも職業生活の現場 とはあわなか った。工業側
は,こ の教育制度による秩序を企業内にまで投影することを拒絶した。結
局1910年 に達成 されたことは,高 等教育機関で教育を受けた技術エ リー ト
の一種の教育的身分でしがなかった。
もう一つの選択肢は,ButlBが 採用 した,教 育に団結の基盤を求めるの
ではなく被傭者としての職業上の地位を共通項として,労 働組合という手
段で全技術者の社会経済的地位の向上を 目指す方法であった。 しか し
ButiBが 対峙した相手は,第 一次世界大戦前にすでに巧妙にカルテル化さ
れ巨大化した強力な企業の厚い壁であった。
このことは,1914年 まで専門職 として技術者 とはどういうものであ り,
どうあるべきかについて一致や合意がほ とん どなかったことを示 していよ
(37)
う。
ともあれ,本 稿 は,こ の技術学校制度整備 におけ る,政 府や工業界,技
術者 団体 だけではな く,学 校側,と くにその多 くが技術者にな るべ く教育
を受 けた私立学校 の生徒や教 師の要求 な どを含 めた様 々な動 きの合力を跡
づけた ことになろ う。
とはいえ,技 術 中等学校 制度 の整備過程 において,技 術者た ちが抱 いた
構想 ・選 択肢 が,今 後 どの ように展 開 してい くのかを解明す るには,整 備
されてい く 「資格社 会」 の中で揺 れ動 く社会 各層 の生活世界へ と踏 み込 ん
でい く必要があ るだろ う。
しか しいず れにせ よ,被 傭者 と企業 の不平 等な関係が厳然 と拡大 する中
で,技 術者たちに とって明 らかにな った ことは,技 術者組織 は国家 の後 ろ
盾な くしては ドイ ツの企業 に立 ち向かえない とい うこ とで はなか ったか と
思われ る。
ちなみに,1931年 には機 械工学学校 と建設 業専 門学校 とはエ ンジ ニア学
校に統合 され,1933年 以降卒業生は一般 にエ ンジニアIngenieurを 名乗 る
こ とにな る。1964年 にエンジニア学校卒業生 にIng.(grad.)が 付与 され,
この学校は さらに1972年 専 門大学校Fachhochschuleと な る1)。
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ラ ム は 異 な っ て い る の で,一 年 志 願 兵 資 格 を 持 っ て 上 級 機 械 工 学 学 校 に 入 っ て
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表2中 等学校カ リキュラム
全体時間数 第6学 年終了時時間数学 校 の 種 類 計算 ・数学 物理 ・化学 製 図 計算 ・数学 物理 ・化学 製 図
ギ ム ナ ジ ウ ム 34 18 8+(8) 22 12 8+(2)
実科ギ ムナ ジウム 42 29 16+(10)27 14 10+(4)
上級実科学校 47 36 16+(10)32 18 10+(4)
実.科 学 校 28 18 10+(10)
()内 は選択幾何製 図 出典:DATSCH,AB,1,S.87.
表3中 等学校卒業年齢
基 礎 知 識 実務につく年齢 実 務 教 育最 低 年 数
上級機械工学
学校教育年数
上級機械工業学
校最短卒業年齢
第6学 年終了 16-17歳 2年 2-2.5年 20-21,5歳
第5学 年終了 15歳 3年 3年 21歳
中 等 男 子 校 15-16歳 3年 3年 21-22歳
民 衆 学 校 14歳 4年 3年 21歳 唱
出典:Ebenda,S.87.
くる生 徒 の予 備 教 育 は 非 常 に 不 均 質 で あ った 。
5)Ebenda,S.4-5.
6)Ebenda,S.27,87-90,他の 邦 の5か ら7学 期 の 学 校 と教 育 期 間 の 点 で 相違 は
な くな っ た。
7)Ebenda,S.82-83;DATSCH,AB,H,S.125-127.
8)DATSCH,AB,1,S.85-87.この 実 務 経 験 の 年 数 の 差 は 表3に み られ る よ う
に 教 育 修 了 年 の平 準 化 を 図 った もの で もあ る。
9)Ebenda,S.36,51-55,96-98.大多 数 の 下 級 の 学 校 は 技 術 教 育 を す る完 結 した
教 育 機 関 で,上 級 学 校 の予 備 学 校 で は な い 。
10)Ebenda,S.17-18.学校 側 は 将 来 の 生 徒 が 見 習 い と して 工 場 の体 制 に 組 み 込 ま
れ て実 務 を果 す こ とを,実 際 の企 業 運 営 体 制 を 学 べ る こ とか ら教 育 上 必 要 で あ
る と要 求 した が,実 務 教 育 を 重 視 す る工 業 側 も こ の点 で 一 致 した 。
11)Ebenda,S.121.
12)Ebenda,S.18-24.
13)Ebenda,S.77-80.事務 所 へ の流 入 を 防 ぐた め に,教 師 側 が,作 業 場 の職 は 事
務 所 の職 よ り もた い て い尊 敬 され,報 酬 も よい こ とを 指 摘 して,適 切 に 指 導 す
る こ とが 求 め られ た。 この現 状 はButiBに よ って も指 摘 され て い る。
14)Gispen,Pro/o∬ めη,p.215.こ の規 定 に よ り下 級 学 校 を 卒 業 した者 が 上 級 へ と
進 む こ とは全 く不可 能 とな っ た。
15)DATSCH,AB,旺,S.29-42,103-104.
16)Ebenda,S.128;DATSCH,AB,1,S.83;H.Thissen,Angestelltenver-
bandeundArbelterbewegung,in:1)gμ`5chgW「f7彦3σんαノ診∫一Zθ髭㍑ηg」
(43)
Zθ舵rα ごorgαπ4θ アW∫r診 εごみα力5ρ αプ診θガ4θ3∠)θ 螂 εσんθηM漉g'3診 αη4g∫,Nr.3,1.
Febr.1912,S.110.
17)DATSCH,AB,1,S.120-138.
18)DATSCH,AB.II,S.16-18,20-28,私立 学 校 に 対 す る 規 制 が あ る と こ ろ は ,
プ ロ イ セ ン(1908年),バ イ エ ル ン(1873年),ザ ク セ ン(1880年),ヘ ッ セ ン
(1880年)で あ る 。
19)Ebenda,S.1-28.う ち 回 答 が あ っ た の は25校 。
20)Ebenda,S.99-103,129.ケー テ ン で は 講 義 は50-60人 の 生 徒 を 対 象 に な さ れ,
出 席 の 強 制 は な く,学 期 の 最 後 の 試 験 で 進 級 が 決 め ら れ た 。
21)Ebenda,S.43-61,11]一112.この 技 術 上 級 学 校 連 盟 に 参 加 し な い ベ ル リ ン 実 業
ア カ デ ミ ー を 中 心 と し た 私 立 学 校 が,私 立 学 校 技 術 教 育 連 盟Technischer
Unterrichtsverbandを結 成 し た が,こ の 動 き に はButiBは 批 判 的 で あ っ た 。
1BZ,Jg.7,Nr.ll(1911),S.50-51.
22)DATSCH,AB,H,S.3-4,111-115.
23)Ebenda,S.77-80,108.
お わ りに
1)Lundgreen,∫πgθηピgμ7θ,pp.43-52.
(明 治 大 学 大 学 院 博 士 後 期 課 程 在 籍)
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VariousIssuesSurroundingTechnicalMiddleSchool
EducationinGermanyPriortoWorldWarI
AKIYAMAChie
ThetechnicaleducationsysteminGermany(Prussia)uhderwentgreat
developmentsafterl890tomeettheneedsofprogressintechnologyandwas
alsoanticipatedasasocialstabilizer.ThePrussiangovernmentandtheVerein
Deutscher.Ingenieure(VDI)competedfortheleadingroleinthearenaof
edUcation.
Intheprocessoforganizingthetechnicalmiddleschoolsystem,certain
distortionsemergedinthesupplyanddemandoftheeducationalmarketplace.
Theengineersproducedbythistechnicaleducationweretheoneswhowere
directlyaffectedbythesedistortions.Theengineershadoneoftwochoices.
.Onewastoseekthesocialrecognitionassociatedwithhighereducationby
loiningthemovementoftheVerbandDeutscherDiplom-Ingenieure(VDDI).This
associationmadeupofgraduatesofengineeringcolleges(Technische
Hochschule)performedspecialized,exclusivework,and.thusmonopolizedupper
leveltechnicaljobs,excludingnon-graduatesandspreadingeducation-based
stratificationintotheirworklife.TheotherchoicewastheBundder
technisch-industriellenBeamten,anassociationbasedontheworkstatusof
beinganemployeethatsoughtthroughtheformationofthelaboruniontoraise
thesocialandeconomicstatusofalltechnicians.
ThegovernmentandtheVDIco-operatedamidsttheconfusioncreatedby
thisdistortion,andinl908thecommitteefortheGermantechnicaleducation
systemwasestablished.Inl910,theso-calledPrussian'systemtechnical
educationstructurewithitsthree-tieredtechnicaleducation,andatwo-tier
systemoftechnlcalmiddleschool:,wassystematizedacrosstheentirenation.
Throughtheconfirmationofthissystem,thePrussiangovernmentwasableto
expandtheirowntechnicaleducationideasintotheotherregionsofGermany,
andalsosucceededinorganizingPrivateschoolsundertheirowncontroLButit
wastheadvisorysectionoftheVDI,stronglyinfluencedbyindustrial
buslnesses,thatwasabletofulfilltheirownrequirementsduringtheprocessof
deliberation.'
Finally,amidstthewideninginequalitythatoccurredintherelationshlp
betweenbusinessandemployee,itbecamecleartotheengineersthatthey
wouldnotbeabletoconfrontGermanbusinesseswithoutthebackingofthe
natIon.
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